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住民懇談会住民懇談会
　10 月下旬から 11 月上旬にかけて、 平成 21 年度 「住民懇談会」 が市内５カ所で開催されました。 市長を

はじめとする行政代表と市民の皆さんの間で活発に意見が交わされました。 ここでは、 各校区の皆さんから出

された意見や提言の一部をご紹介します。 なお、 いただいた意見などについては十分検討し、 今後の市政

に活かしていきたいと思います。

＜テーマ＞　万田坑の世界遺産登録に向けた取組

　　　　　　　　　　　荒尾市の防災

　　　　　　　　　　　　　　　地域の課題 ・ そのほか

Ｑ
．
万
田
坑
が
世
界
遺
産
に
な
る

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
の
地
域
経
済
の

活
性
化
や
雇
用
の
増
加
を
ど
の
く

ら
い
見
込
ん
で
い
ま
す
か
？

Ａ
．
来
春
か
ら
の
一
般
公
開
に
向

け
て
現
在
整
備
し
て
い
て
、
年
間

５
万
人
規
模
で
観
光
客
が
訪
れ
る

の
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
経
済
効

果
に
つ
い
て
現
在
数
字
を
出
す
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
整
備
と
併

せ
て
荒
尾
に
来
て
い
た
だ
く
た
め
の

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
万
田
坑
に
つ
い
て
、
地
元
と

し
て
は
良
い
面
だ
け
で
な
く
負
の

面
を
知
っ
て
お
き
た
い
の
で
す
が
。

Ａ
．
炭
鉱
産
業
と
し
て
の
負
の
部

分
は
過
去
に
あ
り
ま
し
た
。
強
制

連
行
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
全
て

含
め
た
客
観
的
な
事
実
を
知
ら
せ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

Ｑ
．
災
害
時
、
行
政
か
ら
の
避
難

勧
告
は
行
わ
れ
ま
す
か
。
ま
た
、

電
話
な
ど
が
不
通
に
な
っ
た
場
合

の
連
絡
手
段
は
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

Ａ
．
市
に
は
防
災
計
画
が
あ
り
、

避
難
勧
告
も
規
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
災
害
が
な
い
た
め
行
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
電
話
が

不
通
に
な
っ
た
場
合
は
各
消
防
団

に
配
備
さ
れ
て
い
る
防
災
無
線
を

利
用
し
、
無
線
を
搭
載
し
た
車
両

に
よ
っ
て
放
送
に
よ
る
広
報
活
動

を
行
い
ま
す
。

Ｑ
．
避
難
勧
告
が
出
た
場
合
、
要

援
護
者
を
支
援
す
る
た
め
の
リ
ス

ト
は
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
．
要
援
護
者
に
つ
い
て
は
福
祉

課
で
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
備
え
て

い
ま
す
。
荒
尾
市
全
体
の
要
援
護

者
は
１
千
86
人
で
す
。

Ｑ
．
原
万
田
か
ら
西
原
に
抜
け
る

踏
み
切
り
は
、
歩
道
が
な
く
て
と

て
も
危
険
で
す
。

Ａ
．
危
険
な
踏
切
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
法
律
に
基

づ
き
危
険
踏
み
切
り
と
し
て
指
定

を
受
け
、
補
助
金
を
使
っ
て
整
備

を
進
め
る
計
画
で
す
。

Ｑ
．
「
校
区
」
で
は
な
く

「
地
区
」

と
い
う
名
称
を
使
う
と
い
う
話
を

聞
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
対

応
は
？

Ａ
．
こ
れ
ま
で
の

「
校
区
」
と
い

う
呼
び
方
に
は

「
通
学
区
」
「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
単
位
」
「
行
政
で

便
宜
上
使
う
地
域
の
呼
び
方
」
と

い
う
３
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
し
た
。

学
校
規
模
適
正
化
を
行
う
以
前
の

平
成
18
年
ま
で
の
「校
区
」
を

「地

区
」
と
呼
ん
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
単
位
は
維
持
し
、
「
校
区
」
と
い

う
名
称
は

「
通
学
区
」
の
意
味
で

使
用
す
る
方
向
で
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
聖
人
原
の
信
号
機
は
道
が
狭

く
て
交
通
量
が
多
く
、
危
険
で
す
。

Ａ
．
バ
イ
パ
ス
工
事
の
遅
れ
で
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
３
年

後
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

県
に
も
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
ゴ
ミ
袋
に
つ
い
て
、
現
在
の

小
サ
イ
ズ
よ
り
も
小
さ
な
も
の
が

ほ
し
い
で
す
。

Ａ
．
他
の
市
町
村
を
参
考
に
現
在

の
３
種
類
を
作
り
ま
し
た
が
、
今

後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
道
に
樹
木
が
茂
っ
て
き
て
危

な
い
で
す
。
不
法
投
棄
も
あ
り
ま

す
し
、
通
学
路
で
す
。
伐
採
し
た

い
の
で
す
が
で
き
ま
す
か
？

Ａ
．
私
有
地
の
木
は
所
有
者
の
了

解
を
得
て
伐
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
有
地
の
木
で
あ
れ
ば
市
で
伐
採

し
ま
す
。
原
則
と
し
て
、
土
地
の

所
有
者
が
そ
の
土
地
の
樹
木
を
管

理
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
来
年
３
月
に
一
中
と
二
中
が

統
合
し
て
一
中
の
校
舎
に
移
り
、

二
中
の
校
舎
は
二
小
と
三
小
の
統

合
校
舎
に
な
る
と
聞
き
ま
し
た
。

二
小
の
校
舎
は
ど
う
な
り
ま
す

か
。

Ａ
．
二
小
の
校
舎
は
危
険
校
舎
で

あ
る
た
め
取
り
壊
し
ま
す
が
、
北

校
舎
は
残
し
ま
す
。
北
校
舎
の
活

用
に
つ
い
て
は
地
域
と
行
政
で
ど
の

よ
う
に
活
用
す
る
か
、
こ
れ
か
ら

考
え
て
い
き
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
意
見
や
提
言
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

［問
］
政
策
企
画
課

☎
63
・
１
２
７
４

５回で約 250 人の皆さんにご参加い
ただきました
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荒
尾
を
離
れ
て
暮
ら
す
皆
さ
ん
へ

　
　
　
「
ふ
る
さ
と
荒
尾
」
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
！

荒
尾
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　
　

「
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い
、
自
分
と
関
わ
り
が
深

い
地
域
に
貢
献
し
た
い
」
と
い
う
人
が
、
そ
の
自
治
体
に
寄
付
し
た
場

合
に
、
個
人
住
民
税

・
所
得
税
が
一
定
額
ま
で
控
除
さ
れ
る

「
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
」
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

荒
尾
市
で
は
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
を

「
荒
尾
市
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
」
と
し
て
、
寄
付
者
が
指
定
し
た
事
業
に
活
用
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
市
外
の
ご
家
族
、
お
知
り
合
い
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
11
月
末
現
在
で
、
290
万
円

（
25
件
）
の
寄
付
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

事業の種類 件数 金　額

1． 歴史 ・ 文化等振興事業 4 件 75,000 円

2． 地域の元気づくり事業 2 件 20,000 円

3． 子育て等支援事業 3 件 55,000 円

4． 生きがい ・ 医療 ・ 福祉等支援事業 5 件 250,000 円

5． 自然 ・ 環境保全事業 1 件 5,000 円

6． 2030 あらお有明優都戦略等地域振興事業 10 件 2,496,400 円

合　　　計 25 件 2,901,400 円

●寄付の状況（平成 21 年 11 月末現在）

●
寄
付
金
控
除
額

　

寄
付
金
の
５
千
円
を
超
え
る
部

分
に
つ
い
て
、
居
住
地
の
住
民
税

（
所
得
割
）
の
お
お
む
ね
１
割
を

限
度
に
、
所
得
税
と
翌
年
度
に

課
税
さ
れ
る
住
民
税
か
ら
税
額

控
除
さ
れ
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法

　

申
込
書
は
電
話
な
ど
で
政
策
企

画
課
へ
請
求
い
た
だ
く
か
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
取
り
寄
せ

く
だ
さ
い
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
直
接
申
し

込
み
も
で
き
ま
す
。

[
申
・
問]

政
策
企
画
課

☎
63
・
１
２
７
３

市役所からの地球温暖化防止活動の取組み
～平成 20 年度 実績報告～

　本市では、 平成 12 年に第 1 期 （平成 12 ～

16 年度）、 平成 17 年に第 2 期 （平成 17 ～ 21

年度） の地球温暖化対策実行計画を策定し、

市役所、 小中学校、 市民病院、 荒尾競馬など

で地球温暖化対策に取組んでいます。 今回で 9

年目の取組みとなりますが、 右に示しますように

大きな成果が表れています。

平成 20 年度の実績

項目 目標 （A) 実績値 （B） 削減率 (B-A)/A

温室効果
ガス排出量

6,683 トン以下 5,665 トン △ 15.2％

用紙使用量 1,829 万 7 千枚以下 1,345 万 2 千枚 △ 26.5％

水道使用量 26 万 6 千ｍ３ 21 万 3 千ｍ３ △ 19.8％

●温室効果ガス排出量　市役所 ・ 各施設における、 節電や燃料などの効率的な使用や業務

の合理化など、 行財政健全化に向けた取り組みが進められている事により、 削減につながっ

たと考えられます。

●用紙使用量　両面印刷や裏面利用などの取組みが進み、 大きな成果が表れています。

●水道使用量　節水の啓発、 取り組みにより使用量が削減されました。

●今後の取組み　実行計画を策定して 9 年目を迎え、 各施設での取組みも定着しています。

今後も省資源、 省エネルギーを実施し、 地球温暖化防止に努めてまいります。

　また、 市民の皆さんや事業所へ情報を提供し、 地球温暖化対策の推進を図っていきます。

［問］環境保全課　☎ 63-1386

平
成
21
年
度
荒
尾
・
玉
名

地
域
市
町
・
県
合
同
公
売

を
開
催
！

く
ら
し
の
情
報

　

県
と
荒
尾
市
、
南
関
町
、
和

水
町
、
長
洲
町
で
は
、
差
押
え

た
財
産
の
公
売
会
を
合
同
で
開

催
し
ま
す
。

●
日
時　

１
月
19
日

（
火
）
午
前

８
時
30
分
開
場

●
会
場　

熊
本
県
玉
名
総
合
庁
舎

４
階
大
会
議
室

●
公
売
物
件　

約
100
点

●
持
参
品　

①
印
鑑
（認
印
で
可
、

法
人
の
場
合
は
、
代
表
者
印
）、

②
購
入
代
金

（
入
札
金
額
）、
③

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（運
転

免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）、

④
委
任
状

（
代
理
人
が
入
札
す

る
場
合
）

※
公
売
前
に
滞
納
税
が
完
納
さ

れ
た
場
合
な
ど
は
公
売
中
止
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

[

問] 

収
納
課
整
理
係

☎
63
・
１
３
６
２

荒
尾
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

住民懇談会、地球温暖化防止活動


